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うした能力を育成することを射程に入れると、
まず教員志望の学生自身にこうした能力を培
うことが喫緊の課題であると言える。
　以上の背景から、ここでは教員志望の学生
に求められている資質能力として、特に学際
的領域として教科間の境界領域に対する実践
的指導力の育成に照準を絞り、理科の知識を
他教科の指導に活かす能力の育成を目指した
「教職実践演習」のあり方を探ることとした。
平成23年度より完全実施されている小学校学
習指導要領では、理科の目標として、「実感を
伴った理解」の１つとして、理科の知識が日
常生活の中で役立っていることを実感させる
ことが求められている１）。児童が実感を伴っ
た理解をするには、そうした場面を児童に提
供できるよう、教師自身が実感を伴って学習
内容を理解しておく必要がある。そして、児
童に対して日常生活や他教科の学習と理科の
知識との関わりを示していくことが重要であ
ると考える。
Ⅱ　研究目的
　本研究では、小学校での理科の時間以外に
理科の知識が求められる他教科の１場面とし
Ⅰ　はじめに
　平成20年に文科省が課程認定委員会決定と
して公にした「教職実践演習の実施にあたっ
ての留意事項」の中で、教職実践演習の「授
業方法」として、「学生のこれまでの教職課程
の履修履歴を把握し、それを踏まえた指導を
行うことにより、不足している知識や技能等
を補うものとすること」と述べられている。
教職実践演習は４年生の秋期に設置される授
業であり、それまでに学生は教科や教科内容
の指導法に関する科目（例えば、「算数」「理科」
や「初等教科教育法（算数）」「初等教科教育
法（理科）」等）を履修している。しかし、
これらの授業は教科そのものを中心とした内
容で構成されているため、各教科の内容自体
に関してはそれぞれに深められるが、それら
を横断的に関連付ける観点からの実践的指導
力の育成は行われていない。ところが、他教
科の知識を関連付け統合を図り、多様な視点
から問題を総合的に理解し解決する能力は、
様々な事柄が複雑に絡み合う現代社会の課題
に対処する上でますます必要とされる能力に
なっている。将来の社会を担う子ども達にそ
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２　調査対象学生の選定
　本研究では、将来、小学校教員を目指す大
学生の理科に対する意識や知識等を把握する
ため、関東地区のＰ大学の教職課程において
小学校の教職科目「小学校理科」（科目名は
仮名）を受講する３年生29名（男女比１：７）
を対象に調査をすることとした。
３　調査内容
　本研究では、アンケート調査、知識調査、
描画調査を行った。各調査は、平成24年７月
上旬から下旬にかけて「小学校理科」の授業
中に10分程度の時間をとって実施した。以下
に各調査の概要を示しておく。
（１）アンケート調査
　調査対象の29名に対して、理科全般に対す
る意識、月・太陽・地球の位置関係を取り扱
う「宇宙」に係わる単元に対する意識および
知識の活用に対する意識等をアンケートによ
り調査した。
（２）知識調査
　月・太陽・地球の位置関係と月の満ち欠け
（形）等に関する知識を明らかにするため、
図１に示した４題のテスト問題４）を作成し、
解答させた。
（３）描画調査
　理科の知識として、月・太陽・地球の位置
関係と月の満ち欠け（形）についての知識が
意識的に他教科に活用されているかを調べる
ため、「菜の花や　月は東に　日は西に」のイ
メージ画を紙面上に描かせた。
て国語における俳句を題材とした指導を事例
として取り上げた。そして、理科の知識をツー
ルとして授業を行う上での現状と問題点を示
し、今後の指導のあり方を探ることを目的と
した。
Ⅲ　研究方法
１　課題の設定
　理科の知識が必要な俳句の授業として、与
謝蕪村の「菜の花や　月は東に　日は西に」
を選定することとした。本俳句は、教育出版
や光村図書の小学校３年生の教科書２、３）に掲
載されている。俳句の授業の導入時に用いら
れることが多く、比較的児童が取り組みやす
い平易な作品と言える。その内容は、一面に
広がる菜の花が、西に沈んでいく夕日と、東
の空から登ってくる満月の双方から光を浴び
て光り輝いている趣き深い様子を歌ったもの
である。
　本作品において必要な理科の知識は、月・
太陽・地球の位置関係と月の満ち欠け（形）
との関係である。「月は東に　日は西に」を
月の満ち欠けで考えた場合、先述のように月
は満月である。この知識を学生が身につけて
いるかを調べるとともに、国語の授業場面で
の知識の活用に対する意識を探った。
　なお、筆者らは学生の模擬授業等で本俳句
を題材とした授業の参観をした際に、授業者
がイメージ画を板書するにあたり、満月では
なく三日月を描いてしまう場面を何度か目に
したことがある。月に対する日本人のもつイ
メージとして三日月が強く、理科の知識が正
しく用いられない事例と考え、本句をケース
スタディとして取り上げることとした。
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名（41.4％）、「やや思う」13名（44.8％）で、
合わせて86％以上の学生が理科を好きな教科
としていた。また、「実験観察が好きだ」につ
いても、「思う」15名（55.2％）、「やや思う」
12名（41.4％）で、合わせて95％以上となり、
実験観察が好きという学生が多かった。この
ことから、調査対象校における小学校教師を
目指す大学生の多くは、いわゆる「理科嫌い」
というわけではないことがわかった。一方、
「理科は得意だ」との問いに対する回答を見
ると、「思う」２名（6.9％）、「やや思う」13名
（44.8％）であり、合わせて約51％と、「得意」
という学生は「好き」と答えた学生に比べ少
なかった。
Ⅳ　結果および考察
１　アンケート調査
（１）理科全般に対する意識
　既往の研究５）では、小学校において担任と
して理科を教える教師の理科に対する技能及
び知識不足等の対策の重要性を指摘した。こ
の傾向が小学校教師を目指す大学生において
も見られるかを探った。
　本研究では、「理科が好きだ」、「実験観察が
好きだ」、「理科は得意だ」との問いに対して、
「思う」、「やや思う」、「あまり思わない」、「思わ
ない」の４段階で答えさせた（表１）。その
結果、「理科が好きだ」については、「思う」12
図１　知識調査用問題
図Ⅰは月の満ち欠けのようすを表しており、図Ⅱは天の北極の側から見たときの地球・
太陽・月の位置関係を示したものである。これについて、次の問いに答えなさい。
（１）夕方、南の空に見えるのは、図Ⅰのア～キ
のどれか。
（２）図Ⅰのアの月は、図Ⅱのａ～ｈのどの位置
にあるときのものか。
（３）下弦の月とよばれているのは図Ⅰのア～キ
のどれか。
（４）先日、埼玉県で金環日食が観測されたが、
その時の月は何とよばれている月か。
表１　理科全般に対する意識
項目
回答数（％）
思う 少し思う あまり思わない 思わない
理科が好きだ 12（41.4） 13（44.8） 4（13.8） 0（  0.0）
実験観察が好きだ 16（55.2） 12（41.4） 1（  3.4） 0（  0.0）
理科は得意だ 2（  6.9） 13（44.8） 11（37.9） 3（10.3）
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については、「思う」２名（6.9％）、「やや思う」
２名（6.9％）で、合わせても14％未満であり、
80％以上の学生が苦手意識を持っていること
がわかった。そして、具体的な学習内容につ
いても「月の満ち欠けを理解している」との
問いに対する回答を見ると、「思う」１名
（3.4％）、「やや思う」７名（24.1％）であり、
理解している学生は僅か27.5％であった。
　以上のことから、本単元における知識が極
めて不足していることが推察される。他教科
に理科の知識を活かすに当たり、最低限の知
識を身につけておく必要性が感じられる。
（３）知識の活用に対する意識
　「日常生活や社会に役立つ」、「他教科の学習
に役立つ」との問いに対して、「思う」、「やや
思う」、「あまり思わない」、「思わない」の4段
階で答えさせた（表３）。その結果、「日常生
活や社会に役立つ」については、「思う」14名
（48.3％）、「やや思う」12名（41.4％）で、合
わせて89.7％の学生が役立つと考えていた。
昨今、メディアで理科の実験やそれに係わる
生活上の知識が取り上げられることが多い。
そのことが日常生活や社会に役立つという意
識を高めているものと思われる。一方、「他教
　以上のことから考えると、「理科離れ」は、
実験観察などの実技自体が嫌いになっている
わけではなく、知識を身につけるための覚え
込み、暗記等が敬遠された結果ではないかと
推察される。そして、知識不足から学習内容
が理解できずに苦手となり、教科としての理
科が嫌いになっていると思われる。したがっ
て、知識を身につける上で興味関心を失わな
いような方策を学校現場のみならず、大学に
おける教師の育成においても検討していくこ
とが重要と考えられる。
（２）「宇宙」に係わる単元に対する意識
　理科の単元の中で月や太陽などを扱う「宇
宙」に関する単元について「宇宙は好きな単
元だ」、「宇宙は得意な単元だ」、「月の満ち欠け
を理解している」との問いに対して、「思う」、
「やや思う」、「あまり思わない」、「思わない」
の４段階で答えさせた（表２）。その結果、「宇
宙は好きな単元だ」については、「思う」３名
（10.3％）、「やや思う」14名（48.3％）で、合
わせて約58％の学生が好きな単元としていた
が、「理科が好きだ」との回答では約86％が「思
う」との回答であったのに比べると、その割
合は低かった。また、「宇宙は得意な単元だ」
表２　「宇宙」に係わる単元に対する意識
表３　知識の活用に対する意識
項目
回答数（％）
思う 少し思う あまり思わない 思わない
宇宙は好きな単元だ 3（10.3） 14（48.3） 11（37.9） 1（  3.4）
宇宙は得意な単元だ 2（  6.9） 2（  6.9） 16（55.2） 9（31.0）
月の満ち欠けを理解している 1（  3.4） 7（24.1） 16（55.2） 5（17.2）
項目
回答数（％）
思う 少し思う あまり思わない 思わない
他教科の学習に投立つ 5（11.2） 14（48.3） 10（34.5） 0（0.0）
日常生活や社会に役立つ 14（48.3） 12（41.4） 3（10.3） 0（0.0）
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なっているものと考えられる。
３　描画調査
（１）絵の構成について
　前述のように筆者らは、与謝蕪村の句、「菜
の花や　月は東に　日は西に」を題材とした
授業を参観した際、授業者がイメージ画を板
書するにあたり、満月ではなく三日月を描い
てしまう場面を目にしたことがある。そこで、
調査対象の学生に対して、この俳句の内容を
イメージする絵を描かせてみた。描かせた絵
の評価ポイントとして、「月の形」と「菜の花
の数」に着目し、俳句の内容について正しく
理科の知識を用いて描かれているのかを見た
（表５）。その結果、菜の花の数については
70％以上の学生に正答が見られ、本俳句で出
てくる菜の花が畑一面に広がっている様子を
多くの学生は理解できていることが窺えた。
一方、月の形を正しく描くことができている
のは４名（13.8％）であり、25名（86.2％）
の学生が誤った描き方をしていた。これは、
月の満ち欠けを理解していると答えた割合よ
りも低くなっており、知識の欠如に加え、理
科の知識が他教科の指導場面において活用す
べきであることを意識できていない結果が表
れたものと考えられる。なお、「月の形」に着
目して描かれた絵を見ると、「月の形が正しい
もの」（図２）、「月の形が欠けており、誤って
いるもの」（図３、４）を代表例として示すこ
とができる。そのうち図４は、太陽に対して
欠けている向きも誤っており、誤った絵を描
科の学習に役立つ」については、「思う」５名
（17.2％）、「やや思う」14名（48.3％）であり、
合わせて65.5％の学生が、理科の知識が他教
科の学習に役立つと考えていた。したがって、
多くの学生が理科の知識が様々な場面で役立
つという認識は持っているものと思われる。
しかし、日常生活で役立つとの回答に比べ、
他教科の学習に役立つとの回答は少なくなり、
日常生活と他教科の学習は別物と捉えている
学生も多いことが窺える。
２　知識調査
　「見える方角と月の形」、「月・太陽・地球の
位置関係」、「月の名称」および「金環日食の
際の月」についての設問に対して、10分程度
の時間を設けて回答させた（表４）。そして、
「月の満ち欠け」に係わる学生の知識を把握
した。その結果、方角と見える月の形との関
係、月・太陽・地球の位置関係に関する問題
は正答率50％に満たなかった。また、下弦の
月を正しい名称で答えることができたのが15
名（51.7％）であり、約半数の学生が下弦の
月と上弦の月とを区別できない結果となった。
さらに、金環日食が本年起こったが、その際
の月を満月と答えた割合が70％を超え、正確
に新月と答えることができた学生は７名
（24.7％）にすぎなかった。こうした学生の
知識不足は、前述した学生の本単元に対する
苦手意識を裏付けるものと言え、確かな知識
が身についていないため、苦手意識が大きく
表４　知識調査の結果 表５　描画調査の結果
設問内容
回答数（％）
正答 誤答
（１）方角と見える月 13（44.8） 16（55.2）
（２）太陽・月・地球位置関係 11（37.9） 18（62.1）
（３）下弦の月 15（51.7） 14（48.3）
（４）金環日食の際の月 7（24.1） 22（75.9）
設問内容
回答数（％）
正答 誤答
月の形 4（13.8） 25（86.2）
菜の花の数 21（72.4） 8（27.6）
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図２　学生が描いた絵（月の形が正しいもの）
図３　学生が描いた絵（月の形が誤っているもの）
図４　学生が描いた絵（月の形と向きが誤っているもの）
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いた25名のうちの20名がこの描き方をしてい
た。正しい知識を教師となる学生に身につけ
させるとともに、単に問題を解く際に正答す
るための知識ではなく、他の場面で活用でき
る、実感を伴った意識づけをしていくことが
重要であると思われる。
（２）理科の知識の活用
　「俳句の内容を描画する際に月の満ち欠け
を考えた」との問いに対して、「思う」、「やや
思う」、「あまり思わない」、「思わない」の4段
階で答えさせた（表6）。その結果、「思う」2
名（6.9％）、「やや思う」2名（6.9％）であり、
実際に満ち欠けを考えて描いたという学生は
4名（13.8％）にすぎなかった。これは「宇宙」
に関する単元を得意とした学生と同数であり、
他教科の指導場面で理科の知識の活用を考え
るには、確かな知識を身につけることが重要
であると考える。そして、多くの指導場面で
教科を横断的に捉えて考えることができるよ
う配慮するとともに、学生が興味関心を持っ
て学習に取り組むことができるよう、教材開
発を行っていく必要があるものと考えられる。
Ⅴ　おわりに
　本研究では、「教職実践演習」における教科
間の境界領域に対する実践的指導力の育成と
して、小学校での理科の時間以外に理科の知
識が求められる国語の俳句を題材とした指導
場面を取り上げ、将来、小学校教師を目指す
学生が理科の知識をツールとして授業を行う
上での現状と問題点を示し、今後の指導のあ
り方を探っている。本研究の結果から、成果
として次のことが見出された。
　まず、小学校教師を目指す大学生の「理科
離れ」は、知識を身につけるための覚え込み、
暗記等が敬遠された結果、知識不足となり学
習内容が理解できずに、教科としての理科が
嫌いになったと考えられた。このことから、
学生に対して理科に興味関心が持てるよう、
実験・観察の技能を習得させとともに、自然
に慣れ親しむことが可能な実感を伴った活動
を通じて必要な知識を身につけさせる必要が
あると考えられた。
　次に、本研究に係わる「宇宙」に関する単
元については苦手意識を持っている学生が多
く、知識不足が特に感じられた。与謝蕪村の
句を絵に描く際、理科の知識をいかそうとす
る意識も低く、誤った月の形が描かれたもの
が多かった。他教科の学習に理科の知識を活
かすには、最低限の知識を身につけておく必
要性があると考えられ、理科の確かな知識を
教師となる学生が身につけることができるよ
う指導する必要があると考えられた。そして、
身につけた知識を学生が意識を持って他に活
用できるよう、教職実践演習で用いることが
できる教科を横断的に捉えた教材を数多く開
発していく必要があると考えられた。
　本研究は、平成24年共同研究費助成による
研究課題「教職実践演習で扱う学際的領域に
おける実践的指導力の育成に関する研究」の
表６　理科の知識の活用
設問内容
回答数（％）
思う 少し思う あまり思わない 思わない
俳句の内容を描画する際に
月の満ち欠けを考えた
2（ 6.9） 2（ 6.9） 4（13.8） 21（72.4）
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一環として行ったものである。
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